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厚生労働省老健局

第14回 健康寿命をのばそう！アワード（介護予防・高齢者生活支援分野）
表彰事例一覧





厚生労働大臣賞 優秀賞
事業者名等 四日市市健康福祉部高齢福祉課 自治体名 三重県四日市市 分野 介護予防

自治体基礎情報 総人口 305,599人 高齢化率 26.4%

取組タイトル 「必要な人に、必要な支援を」サービス・活動C（サービスC）の集約によるリエイブルメントと地域再接続の実現

WEBサイト https://www.city.yokkaichi.lg.jp/www/contents/1687243920103/index.html 

概要

取組の経緯・背景
従来のサービス・活動Cには、分散型運営による利用機会の偏りや認知度の低さ、修了後の介護保険サービス移行率の高さ等の課題があった。実績や
現場の意見を踏まえて、アクセス性・専門性・継続性を重視して、令和５年６月より事業が再構築された。

主な取組内容
・通所・訪問型サービスを一体的に提供する集約型運営のサービス・活動Cである。
・アクセス性（送迎・広報）
⇒送迎範囲の全域化と利用調整窓口の一元化
専門性
⇒専用ノートを作成し、個人に合った自主訓練提供と自己記入式カレンダーにて、スタッフからのフィードバックも得ながらセルフケア意識を醸成
継続性
⇒市内の通いの場で実施中の集団体操を組み込み、利用修了後の継続参加と社会参加意欲を促進
⇒本人・家族・各関係者が会議に参加し、多角的に利用修了後の地域移行を検討・共有

取組の効果
・アクセス性の向上により、新規利用者数が従前の24人から100人超に増加
・専門職の密な関わりにより、改善率が従前の74.2%から80%超に向上
・継続できる仕組みにより、介護保険サービス移行率が従前の48.0%から20%弱に低下
・地域活動への参加や生活行動の再獲得が進展している。

自治体部門 第１４回 健康寿命をのばそう！アワード（介護予防・高齢者生活支援分野）

連携体制

通いの場での集団体操



●介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）に位置づけられるサービスの1つ

●理学療法士（リハビリ専門職）等が、心身機能が低下し始めた方に対して、

短期集中的（原則3ヵ月）な支援を行い、立ち上がりや歩行、買い物や家事など、

日常生活動作や外出機会を取り戻すことを目指す＝自立支援を実現するためのサービス

●対象｜事業対象者（基本チェックリスト該当者）もしくは要支援1・2の方

●サービス内容｜訪問型単独もしくは訪問型・通所型を組み合わせたタイプ（詳細は下記参照）

サービス・活動Cとは

訪問型サービス：概ね月 1 回全 3 回 通所型サービス：週 1 回全 12 回

自宅内（入浴・家事動作、階段昇降など）だけ

でなく、屋外（自宅周辺の移動や公共交通機関

の利用など）を含めた、個人の生活行為・動作

に合わせた評価・指導・自主練習への反映

●訪問型の結果や心身機能評価結果に基づいた、

個別介入・自主練習指導

●自己管理能力・修了後の運動継続意欲向上を

目的とした関わり

課題・

取組経緯

従来のサービス・活動Cには、分散型運営による利用機会の偏りや認知度の低さ、修了後の

介護保険サービス移行率の高さ等の課題があった。実績や現場の意見等を踏まえ、アクセス性・

専門性・継続性を重視して、令和5年6月よりステップ四日市での集約型運営に再構築した。



具体的な取組内容及び成果 / アクセス性（送迎・広報）

送迎範囲の全域化と利用調整窓口の一元化

※市内の地図

・色付きは各地域包括支援センター担当エリア

・白は非利用地区

利用場面・方法・相談先等をわかりやすく写した

パンフレットや動画を作成し、積極的に広報

アクセス性の向上により、新規利用者数が従前の24人から100人超に増加

施設所在地



具体的な取組内容及び成果 / 専門性

訪問型で生活行為の課題、通所型で心身機能の課題、

それぞれを評価し、個人に合った目標を立案

専用ノートを作成し、個人に合った自主訓練提供と

自己記入式カレンダーにて、セルフケア意識を醸成

専門職の密な関わりにより、改善率が従前の74.2%から80%超に向上

自宅での実施状況、回数等の負荷量、目標到達状況等を自己で記入し、

スタッフからのフィードバックも得ながら、適宜更新・再編

リハビリ専門職の強みである、医学的な視点から予後を予測し、

目標達成に向けた運動や生活上の工夫等、学びを促進



具体的な取組内容及び成果 / 継続性

市内の通いの場で実施中の集団体操を組み込み、

利用修了後の継続参加と社会参加意欲を促進

本人・家族・各関係者が会議に参加し、

多角的に利用修了後の地域移行を検討・共有

継続できる仕組みにより、介護保険サービス移行率が従前の48.0%から20%弱に低下

社会参加の場が近隣にない場合は、現場の声・地域の課題として、

地域ケア会議等へ反映し、環境整備にもつなげている

興味・関心 心身機能 地域資源

© Google ※市内通いの場マップ等を活用ADOCアプリ等を用いて聴取・作成

仲間との交流や達成感が

自己効力感を高め、

「体操＝楽しい・続けたい」と

感じられるよう工夫を重ねた



具体的な取組内容及び成果 / 連携体制

在宅介護支援センター
（初期相談窓口委託先）

住民・対象者
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情報・結果共有
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介護予防ケアマネジメント

住民組織・ボランティア団体
（地域の通いの場）

受
入
調
整

助言

地域包括支援センター
（介護予防ケアマネジメント委託先）

行政
（事業設計・運営管理）

医療法人
（サービスC運営業務委託先）

学校法人等
（大学）

※本図は主要な連携構造を簡略化して示したものであり、実際には多様な関係機関との連携や運用上の調整が随時行われている。


